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農業用水路の機能診断では、経過件数と S 評価にて調査診断され、劣化度合いや予寿

命の精度が向上しつつある。しかし、機能診断において中性化や凍害、摩耗などの劣化要

因とは明らかに異なる劣化要因がコンクリート二次製品に発現していることが確認された

ので報告する。 

  宮城県内の A 幹線用水路は、過去実施された機能診断で摩耗が著しいという結果であ

り、当時調査の写真から水路内面の骨材が選択的にくぼむという特異な変状が見られてい

た。再度その現象の状況や劣化要因の特定が必要と判断し平成 28 年度に詳細調査を実施

した。 

 詳細調査で確認されたコンクリート二次製品水路（以下二次製品水路という）の内面の

状況は写真１のとおりである。 

また A 幹線用水路区間でも、二次

製品水路内面の骨材が選択的にくぼ

んだ状況とモルタル層が磨耗して骨

材が露出している状況が隣接して存

在していた（写真２参照）。 

  実際に欠落部の大きさを確認し

たところ（写真３参照）20mm 以下であ

った。施工年に違い拘らず、Ａ幹線用水路で特異

な変状が確認された区間のコンクリートの粗骨材は、最大寸

法 20mm の石灰石骨材が用いられていることが分かり、その

骨材に変状が起きている可能性が示唆された。 

 骨材の岩種を確認するために、二次製品水路の変状箇所の

コアを採取し EPMA の面分析（写真４参照）の他、粉末 X 線

回折で構成する鉱物を特定し、大半が CaCO3(石灰石（方解

石）)であった。 

 EPMA の面分析より、（Ca）は、水路内面の接水面でモルタ

ル部分および石灰石骨材部分でも溶脱が確認された。 
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写真１ 水路全景と詳細状況  

写真２ 異なる水路の変状

写真３ 水路のくぼみサイズ  
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 これまで、農業用二次製品水路では、コンクリート中のセメント水和物が周囲の水に溶

解して組織が疎となる変質・劣化現象である溶脱（成分溶出）の報告は見

当たらない。 

 溶脱速度に大きな影響を及ぼす最も大きな要因は接触する

水質であるとの文献を参考に現地で水質調査を実施した（図

１参照）。現地で得られた分析値は全国平均値ほぼ同一で、

全硬度の平均が 24.3mg/L であり、現地の水は軟水と判断し

た（軟水の硬度は 0～60mg/L）。ｐH は 7.5 であった。 

軟水のため、コンクリート構造体から(Ca)が溶け出しや

すく、モルタル部分（CaO と SiO2）が粗となり、石灰石骨

材については、CaO の純度が高いことから、同じ接水条件

化では、石灰石骨材部分が先行して溶脱が進んでいると推

測される。 

 

 東北地方各地状況を確認し、同様の変状が確認された場所を図２に示す。岩手県、宮城

県、秋田県の二次製品水路で発現しており、４地点で石灰石骨

材を使用していることが確認されている。 石灰石骨材による産

地間の違いを確認するため二次製品水路に使用された石灰石骨材の化学成分を入手した。「石

灰石骨材とコンクリート」石灰石鉱業協会資料で公表されている日本各地の化学成分を比較

したが、採取地の違いによる組成成分の差はなかった。今回の現象が生じた石灰石骨材は青

森県と岩手県の砕石場由来であった。 

 灌漑水として使われる現地水質分析値と全国平均の水質分析値が似通っており、また石灰

石骨材による産地間の違いも少ないことから、二次製品水路において石灰石骨材使用した場

合、日本全国で発現する可能性がある。微量に確認された酸や鉱物や流速などの影響を含め

劣化メカニズムを解明するとともに、その対応策について今後取り組

む必要がある。 
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図２ 変状確認箇所○  

図１ 水質分析結果一覧（A 幹線用水路） 
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